
2026 年度 神奈川歯科大学附属病院病診連携オープンセミナー 

支台歯形成を再考する 

 

 

川 西 範 繁 

補綴科 クラウンブリッジ診療部門 講 師 

 

 

 

支台歯形成は、補綴治療の成否を左右する基本的かつ重要な処置である。歯質の削除量を抑えること

が求められる一方、補綴材料に必要な厚みを確保し、適切な維持・抵抗形態と明瞭なマージンを付与す

る必要がある。形成量が不足すれば補綴装置の強度や外形、適合に影響し、過剰な形成は歯質の喪失や

支台歯高径の低下につながる。そのため、単に一定量の歯質を削除するのではなく、最終補綴装置から

必要なスペースを逆算して形成することが重要である。近年では、CAD/CAM 冠の普及や使用材料の多様化

に加え、光学印象を用いたデジタルワークフローが日常臨床に広がっている。このような環境では、従

来から重視されてきた軸面テーパー、支台歯高径、マージン形態などに加え、加工性や光学的な読み取

りやすさを考慮した形成についても改めて検討する必要がある。また、複数支台歯では共通着脱方向を

考慮し、臨床歯冠が短い症例や歯肉縁下に歯質欠損を認める症例では、形成操作だけでなく歯周組織を

含めた補綴環境を整える視点も求められる。本講演では、支台歯形成における削除量、維持・抵抗形態、

マージン形成などの基本原則を再確認するとともに、CAD/CAM 補綴や光学印象を踏まえた現在の支台歯形

成について整理する。さらに、バーの選択と操作、形成手順、形成後の確認方法を実際の手技とともに

提示し、補綴装置から逆算して必要十分な形成を行うための考え方について解説する。 
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2019 年 3 月 神奈川歯科大学大学院歯学研究科 修了（歯学博士） 
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